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教材２－Ａ－（１）の解答 比例 
 

 ① 『y が x に比例している関数の変化の様子』の解決のために 
 
                      ２倍  

                            ３倍 

 

χ ･･･ －３ －２ －１  ０  １  ２  ３ ･･･ 

ｙ ･･･ －９ －６ －３  ０  ３  ６  ９ ･･･ 

 
                         ３倍  

                         ２倍 

ｘの値
あたい

が２倍、３倍…になるとｙの値は          となる。 

  

      関係式を求めるには、座標の値を関係式ｙ＝ａｘに代入する方法がある。 

例えば、座標の１点（１，３）を関係式ｙ＝ａｘに代入してみよう。 

 

     ｘ＝１、ｙ＝３を代入し、比例定数ａを求める。  ａ＝  ３ 

 

      関係式は  ｙ＝３ｘ 

 

 

 

 

 

（１）ｙは、χに比例し、 xy ２  である。χ＝－１，χ＝３に対応するｙの値をそれぞれ求め

なさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ｙは、χに比例している様子を表しています。空欄ア～ウにあてまはる数値をそれぞ 

れ求めなさい。 

 

χ …－９ … －３  －２ －１  ０   １  ２     ３   …  ウ … 

ｙ … ア … １２  イ  ４  ０  －４  －８ －１２ … －２４… 

 

 

 

 

 

 

 

ア＝36  イ＝８   ウ＝６ 
 

例えば 関係式が ｙ＝－４ｘになることから。 

    ｘが２倍、３倍になると ｙが２倍、３倍になること。 

 

 

 

 
 

 

２倍、３倍・・・ 

ｘ＝－１，ｙ＝－２   ｘ＝３，ｙ＝６ 

 

ｘ＝－１を式に代入   ｘ＝３を式に代入 

ｙ＝２×（－１）    ｙ＝２×（ ３ ） 

 ＝－２        ＝６ 

よってｙ＝－２     よってｙ＝６ 

たしかめよう 
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教材２－Ａ－（２）の解答 比例 

 
  ①『ｙがｘに比例している関数の変化の様子』の解決のために 
 

                       ２倍  

                                  ３倍 

 

ｘ ･･･ －３ －２ －１  ０   １   ２   ３ ･･･  ８ ･･･ 

ｙ ･･･ １２  ８  ４  ０  －４  －８ －１２ ･･･－３２ ･･･ 

 
                                ３倍  
                         ２倍 

 

   ｙがｘに比例しているとき、ｘの値
あたい

が２倍、３倍…になるとそれに伴って 
 
  ｙの値は  ２倍、３倍…  となります。 
  
  また、ｙがｘに比例しているとき、ｘとｙには、ｙ＝ａｘの関係が成り立ちます。 
 
  ただし、ａ＝０でない定数で、このａを 比例定数 といいます。 
 
  ａの値を求めるには、表中のｘとｙの値を式ｙ＝ａｘに代入します。 
 
  例えばｘ＝１、ｙ＝－４を代入し、ａを求めると ａ＝ －４  となるので、 
 
  式は  ｙ＝－４ｘ  となります。 
 

 

 
 

 

①� 下の表はｙがｘに比例している関数の変化の様子を表しています。ア、イ、ウを埋
う

め

なさい。 

ｘ ･･･ －３ －２ －１  ０   １   ２   ３ ･･･６ ･･･ 

ｙ ･･･ －６ －４ －２  ０   ２   ４   ６ ･･･12 ･･･ 

  

      ア －６ イ ６ ウ ６ 

    ｙがｘに比例するとき、ｘの値が２倍、３倍…になるとそれに伴ってｙの値は 

２倍、３倍  …  となります。 

 

 ② 上の表において、ｙをｘの式で表しなさい。 

   ｙがｘに比例するとき、変数ｘ、ｙの間にｙ＝ａｘの関係が成り立つので、 
   比例定数ａの値を求めるために、ｘ＝１、ｙ＝２を代入するとａ＝２となります 
   よって、ｙ＝２ｘ 

たしかめよう 
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教材２－Ａ－（３）の解答 比例 
 

① 『y が x に比例している関数の変化の様子』の解決のために 
 

      
     y が x に比例しているとき、 

                            ２倍  

                  ＋１             ３倍 

 

χ ･･･ －７ ・・・ －３ －２ －１  ０  １  ２  ３   ･･･ 

ｙ ･･･ □ ・・・ －15 －10 －５  ０  ５  10  15    ･･･ 

 
                 ＋５            ３倍  
                             ２倍 

○表を横に見て、 

①ｘの値
あたい

が２倍、３倍…になるとｙの値が ２倍、３倍…  となっている。 

         

        ②ｘの値
あたい

が１増えるとｙの値が  ５ ずつ増える。 

 

      ○表を縦に見て、 

        

 ③ｘの値
あたい

に   ５  をかけるとｙの値になる。 

 

    などが表から読み取れる。①と③は比例関係を見いだす根拠となる事柄でもある。 

 

    （ア） ③から、表中の□にあてはまる数は 

 

          (－７) ×  ５   ＝ －３５ 

 

  

 

(イ)  ②と③の空欄にあてはまる数は  比例定数  と一致するので、 

 

表をしっかり読み取れば、すぐに x と y の関係式を導くことができる。 

 

     

また、関係式を求めるには、対応する１組の x ，y の値を比例の関係式 

ｙ＝ａｘ に代入する方法もある。 

対応する１組の x ，y の値（１，５）を関係式ｙ＝ａｘに代入してみよう。 

 

         ｘ＝１、ｙ＝５を代入すると、５＝ａ×１ 

ａ＝５   

 

 したがって比例定数は  ５  、 関係式は    ｙ＝５ｘ    となる。 

 

 

×５ 
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（１）下の表はｙがχに比例している様子を表しています。 

 

χ 
…－７ … －３ －２ －１  ０   １  ２  ３   …  ウ… 

ｙ … ア … －12  イ －４  ０   ４  ８  12   …  48… 

 

    ① ア、イ、ウにあてはまる数を答えなさい 

 

 

           

 

 

    ② ｙをχの式で表しなさい。 

        

             ｙ＝４ｘ 
 

 

（２）下の表はｙがχに比例している様子を表しています。ｙをχの式で表しなさい。 

 

χ …－20  －15 －10  －５  ０   ５   10    15   20   … 

ｙ … 12   ９  ６  ３   ０   －３  －６  －９  －12 …   

 

     ｙはｘに比例しているので、式はｙ＝ａｘ（ａは比例定数）となる。 

対応する一組の値 ｘ＝５，ｙ＝－３を、この式に代入すると、 

  ｙ＝ａｘ 

 －３＝５ａ 

  

 ａ＝－ 

      

                     よって  ｙ＝－   ｘ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア            イ         ウ 

  －２８      －８     １２ 

たしかめよう 

×４ 

５ 

３ 

５ 

３ 
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χ 

ｙ 

-5 

5 

0 5 

-5 

教材２－Ａ－（４）の解答  比例 
 

① 『ｙがχに比例している関数の変化の様子』の解決のために 

 

 （１）下の【表】は、ｙがχに比例している関数の変化の様子を表しています。 

                    

                           3倍      7倍  

【表】             2倍         

 

 

 

                    

                    2倍      3倍     ７ 倍 

 

（ア）上の【表】の   にあてはまる値を求めるためには 

   χの値が２倍、３倍･･･になるとｙの値は２倍、３倍･･･になるので 

      にあてはまる値を求めるためには 

     χ＝１のときｙの値は－３でχ＝７のときのｙの値は、 

      

χの値が７倍になっているので －３× ７  ＝ －２１ 

 

  （イ）ｙをχの式で表すためには 

     ｙはχに比例しているので、比例定数をａとすると  

 

 ｙ＝ ａχ    ・・・① と表すことができる 

 

 ①の式にχ＝１，ｙ＝－３を代入すると －３＝ａ×１   ａ＝ －３ 

 

 よって ｙ＝ －３χ 

                       【グラフ】 

  （ウ）（イ）の式の【グラフ】を書くためには 

 

     比例の関係ｙ＝ａχのグラフは     

     原点ともう一つの点をとり、 

     その２点を通る直線を引けば 

     いいので、 

     原点（０，０）と（２，－６） 

     をグラフに点をとり、直線で結べば 

     正比例のグラフを書くことができる。  

 

 

 

 

χ ･･･ －３ －２ －１ ０  １  ２  ３ ･･･  ７  ･･･ 

ｙ ･･･  ９  ６  ３ ０ －３ －６ －９ ･･･ －２１ ･･･ 
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χ 

ｙ 

-5 

5 

0 
5 

-5 

 

 

 

問 下の【表】は、ｙがχに比例している関数の変化の様子を表しています。次の各問いに答

えなさい。 

 【表】 

 

 

 

 

 

 

 ① 【表】の   にあてはまる値を求めなさい。 

 

   ｙはχに比例しているので χ＝３のときｙ＝－２だから 

   χ＝６の時はχの値は２倍になっているのでｙの値も２倍になるから 

   ｙの値は－４になる 

  

② ｙをχの式で表しなさい。 

  ｙはχに比例しているので 式は     ｙ＝ａχ（ａは比例定数）となる 

  χ＝３，ｙ＝－２をこの式に代入すると －２＝ａ×３  

                      ａ＝－  

                            答え ｙ＝－ χ  

③ ②の式の【グラフ】をかきなさい。  

 

    【グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

χ ･･･ －３ －２ －１ ０  １  ２  ３ ･･･  ６ ･･･ 

ｙ 
･･･  ２     ０ －  －  －２ ･･･ －４ ･･･ 

たしかめよう           

 

 

                 

 


